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宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
８
年
よ
り
、
毎
年
７
月
～
９
月

の
３
か
月
間
を「
み
や
ざ
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
月
間
」と
提
唱
し
、
県

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
と

き
っ
か
け
作
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
体
験
月
間
の
取
組
は
、
平
成

７
年
度
に
宮
崎
県
が
策
定
し
た「
み

や
ざ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促
進
基

本
方
針
」の
具
体
的
展
開
の
一
つ
と

し
て
、
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。

宮
崎
県
内
の
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎
年
８
月
第
３
、

又
は
第
４
日
曜
日
を「
県
下
一
斉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」と
し
て
、
新
た

な
人
材
育
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発

掘
を
図
り
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
認
知
度
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

都
城
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
期
間

に
、
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
す
。
そ
れ

ら
の
取
組
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

都
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

福
祉
施
設
や
個
人
宅
の
環
境
美
化
を
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敬老の日は、「多年にわたり社会につく
してきた老人を敬愛し、長寿を祝う」国民
の祝日です。1947（昭和 22）年９月 15
日に兵庫県多

た

可
か

郡
ぐ ん

野
の

間
ま

谷
だ に

村
む ら

（現在の多可町
八千代区）の門

か ど

脇
わ き

政
ま さ

夫
お

村長が、長い間社会
に貢献してきたお年寄りに敬意を表すとと
もに、その知識や人生経験を次の世代に伝
授してもらう場を設けることを目的として
敬老会を開催したことが始まりとされてい
ます。

９月21日
敬老の日

今日は何の日？

視覚障がい者向けに音声デイジー版の「ごー! ごー!! ちいき」も発行しています視覚障がい者向けに音声デイジー版の「ごー! ごー!! ちいき」も発行しています

令和２年９月15日発行令和２年９月15日発行
№88

2020

次世代育成対策支援法に基づき、仕事と家庭
の両立支援に関する行動計画を策定し、計画に
定めた目標を達成し、一定の基準を満たした企
業を「子育てサポート企業」と呼び、厚生労働
大臣の認定（くるみん認定）を受けることがで
きます。この認定を受けた企業の証が、「くるみ
んマーク」です。令和２年５月末
時点で全国 3,331 企業、宮崎県
内では 32 の企業が認定を受けて
います。（出典：福祉新聞）

くるみん

これって
どんな意味？

福祉トレンドキーワード

ちいきちいき
ごー!ごー!ごー!!ごー!!

都城市社会福祉協議会
公式HPはコチラから
スマートフォンでQRコードを読み込んでください。

➡

地
元
の
中
学
生
を
対
象
に
、
地
域

防
災
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
の

学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

防
災
士
に
よ
る
講
話
や
、
中
学
生

が
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

一
緒
に
、
被
災
者
の
緊
急
時
の
対
応

を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
実
演
し
た
り
、

身
近
な
も
の
を
使
っ
て
の
応
急
措

置
・
ほ
ど
け
な
い
ロ
ー
プ
の
結
び

方
等
、
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。本

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、
実
施

が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
知
り
た
い
、

参
加
し
て
み
た
い
、
活
動
を
お
願
い

し
た
い
等
、
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

●
都
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
25
－
７
３
１
８

子
ど
も
た
ち
は
、
園
庭
の
草

花
、
葉
っ
ぱ
な
ど
色
々
な
自
然

物
が
遊
び
の
素
材
に
な
り
ま

す
。草

花
を
指
で
も
ん
だ
り
、
す

り
こ
ぎ
と
す
り
鉢
を
使
っ
て
す

り
つ
ぶ
し
て
み
た
り
・
・
・
そ

の
中
で
一
番
色
が
鮮
や
か
に
出

る
方
法
を
考
え
て
色
水
を
作

り
、
ジ
ュ
ー
ス
屋
さ
ん
へ
と
遊

び
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

香
り
の
あ
る
ミ
ン
ト
や
シ
ソ

を
す
り
つ
ぶ
し
て「
は
み
が
き

こ
の
に
お
い
が
す
る
」と
言
い
、

色
や
香
り
で
視
覚
、
嗅
覚
も
刺

激
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
が
、
色
々
な
発
見
と
学

び
の
連
続
で
、
日
々
子
ど
も
た

ち
は
成
長
し
て
い
ま
す
。

Vol.5

遊
び
ス
ト

「
色
水
あ
そ
び
」

中
心
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
や
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希

望
者
と
と
も
に
、
各
施
設
に
分
か
れ

て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
、
活
動
を
通
し
て
、
地
域
に
あ
る

福
祉
施
設
を
知
る
き
っ
か
け
や
施
設

入
所
者
と
の
交
流
の
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
は
対
応
の
難
し
い
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
の
個
人
宅
の
環
境
整
備

に
は
、
社
協
職
員
が
中
心
と
な
り
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

夏
休
み
期
間
中
の
小
学
生
に
、
学

習
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。　
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
小
学
生
の
夏
休
み
の

宿
題
を
手
伝
っ
た
り
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
作
っ
た
カ
レ
ー
を

参
加
者
全
員
で
味
わ
い
、
有
意
義
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

特 集

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
月
間
」
に
つ
い
て

赤
・
青
・
黄
の
色
水
を
何
度
も
繰

り
返
し
混
ぜ
合
わ
せ
を
し
て
、
色

彩
感
覚
を
育
ん
で
い
ま
す
。

都
城
市
の
取
り
組
み

施設でのボランティア活動

被災者の緊急時の対応について実演

宮
崎
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ボ
ラ
み
ん
」

小学生に宿題を教える
中学生ボランティア

県
下
一
斉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

今
町
っ
子
ま
な
び
館

高
城
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会

社
協
の
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
！

〜
谷
頭
こ
ど
も
園
〜

1 この広報紙は赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しております。
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高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
は
多

く
あ
り
ま
す
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も

そ
の
一
つ
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

は
、
高
齢
者（
要
介
護
認
定
※
１
を
受

け
た
方
）が
事
業
所
に
通
い
、
自
宅

で
の
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
機
能
訓
練
を
し
た
り
、

他
の
利
用
者
と
の
交
流
を
通
し
て
社

会
的
孤
立
を
解
消
し
、
認
知
症
予
防

を
図
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
家
族

の
身
体
的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
中
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し

て
い
る
の
で
す
か
？

食
事
の
提
供
や
入
浴
、
機
能

訓
練
、
検
温
や
血
圧
測
定
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
季
節
に
合
っ
た
行
事
計
画
が
あ

り
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
活
動
の
中

で
他
の
利
用
者
と
の
会
話
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

通
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
何

で
す
か
？

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
通
う
場
で

す
の
で
、
外
出
の
機
会
が
で

き
ま
す
。
外
出
の
機
会
を
作
る
こ
と

で
、他
者
と
の
交
流
や
運
動
量
が
増

え
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
な
血
圧
測

定
や
管
理
栄
養
士
の
作
る
自
分
に

あ
っ
た
食
事
の
提
供
に
よ
る
健
康
の

維
持
・
管
理
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、

い
ま
自
分
で
で
き
て
い
る
こ
と
を
今

後
も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
維
持
す

る
た
め
の
目
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
家
族
に
も
、
精
神
的
・
身

体
的
な
負
担
の
軽
減
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

利
用
料
は
い
く
ら
か
か
る
の

で
す
か
？

利
用
料
は
一
律
い
く
ら
と

決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
利
用
さ
れ
る
方
の
介
護
度
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
時
間
、
自
己
負
担

割
合
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
食
事
代
は
実
費
負
担
に
な
る

た
め
、
事
業
所
に
よ
っ
て
も
異
な
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
要
介
護
３
で
７

～
８
時
間
未
満
の
利
用
の
場
合
は
１

日
あ
た
り
８
８
７
円（
利
用
者
負
担

１
割
の
場
合
）で
す
。
こ
の
利
用
料

に
、
食
費
と
日
常
生
活
費
が
加
算
さ

れ
ま
す
。（
都
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
）

利
用
す
る
に
は
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

特 集

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

十人十色、どんな人でもできることもあればできないこ
ともあり、良いところもあれば良くないところもありま
す。顔や姿や形、好みや性格、言動や受け取り方、一人とし
て同じ人はいない、そんなお互いの違いに気づいて認め合
う自分に、そして世の中になれるといいなと『さらだ』で
働いていると強く感じます。いろんな方の相談を受けなが
ら、「この方もいつか笑ってくださるはず」と信じて東奔西
走。自分らしく、笑顔がいっぱいで、地域と共に育ちたい！
を胸に、これからも皆でニコニコ、日々鍛錬いたします。

われら
ほっとワーカー

福祉のお仕事

特定非営利活動法人さらだ相談・サポートさらだカフェ
管理者・相談支援専門員

那
な

須
す

　史
ふ み

代
よ

 さん
特定非営利活動法人 さらだ
相談サポートさらだカフェ

都城市早水町3459番地1

職　場

こ
れ
ま
で
に
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
方
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
要
介
護
認
定

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

姫
城
・
中
郷
地
区
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　
　
☎
26
－
８
３
３
９

●�

妻
ケ
丘
・
小
松
原
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
23
－
９
７
１
２

●�

祝
吉
・
沖
水
地
区
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　
　
☎
26
－
４
２
１
２

●�

五
十
市
・
横
市
地
区
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　
☎
57
－
６
７
６
７

●�

志
和
池
・
庄
内
・
西
岳
地
区
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
45
－
４
１
８
０

●�

山
之
口
・
高
城
地
区
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　
☎
29
－
１
６
８
２

●�
山
田
・
高
崎
地
区
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　
　
☎
45
－
８
４
１
１

脳トレクイズ

★答えは「社協タイムズ」の下に掲載しています！

『令和２年７月豪雨』は、各地に甚大な被害をもたらし
ました。社協のボランティアセンターにも「いてもたっ
てもいられない。現地にボランティアとして駆けつけ
たい。」というお電話をいただいています。ただ、現状は
コロナ禍の影響で被災地県は他県からの協力をお受け
できない状況です。本当に歯がゆい限りです。今、私た
ちは動けない代わりに募金という形で支援するしかあ
りません。このコメントが掲載される頃には他県ボラ
ンティアの受け入れもできる状況にあることを祈って。

こんにちは中村です。

事務局長 中村 健児

昨今の社会情勢を受け、大勢が集まる会議等
が開催できない状況が全国で続いています。そ
のような中で、これまであまり例のなかったイ
ンターネットを用いたウェブでの会議・研修
会を実施しているところです、年度当初より、
さまざまなことが例年通りにいかない状況が
続いていますが、そのようなときだからこそ、
できる道筋を模索することも大切なのだと感
じています。

霞ヶ関通信
厚生労働省社会・援護局地域福祉課派遣 谷口祐樹これはどこのことでしょう？

脳トレとして、Ｔシャツを利用した布草履の作成をしてい
ます。（志和池福祉センター　しわちの里）

QA

QAQAQ

A
90
代
の
利
用
者
さ
ん
も
、「
自
分
の
た
め
だ
か
ら
！
」

と
意
欲
的
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い

ま
す
。（
山
之
口
サ
テ
ラ
イ
ト　
ひ
ば
り
苑
）

※
１ �

要
介
護
認
定
…
介
護
を
必
要
と
す
る

度
合
い
に
よ
っ
て
、
７
つ
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す（
要
支
援
１
～
２
、
要

介
護
１
～
５
）。
区
分
に
よ
っ
て
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
支
給

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

修　収　周　囚　終　

就　州　秋　秀
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人
生
を
豊
か
にVol.5

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紹介

作り方
材 料

Rie’s
kitchen

レシピ紹介 Vol.5

広告掲載スペース

五
十
市
地
区
は
、
五
十
市
小
学
校

と
今
町
小
学
校
、
明
和
小
学
校
の
一

部
の
児
童
の
３
つ
の
校
区
に
分
け
ら

れ
、
都
城
市
内
の
15
地
区
の
な
か
で

も
２
番
目
に
人
口
の
多
い
地
区
で

す
。
五
十
市
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、「
五
十
市
地
区
社
協
」）
で

は
、
児
童
・
生
徒
が
学
習
の
理
解
を

深
め
、
学
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
学
習
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
そ
い
ちS

ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム

tudyRoom

土
曜

の
朝
」は
、
毎
年
11
月
か
ら
高
校
受

験
に
向
け
て
の
学
習
を
支
援
す
る

た
め
に
五
十
市
中
学
校
３
年
生
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

の
生
徒
は
、
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
の
な

か
で
自
主
学
習
を
行
い
、
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先

生
に
質
問
し
、
学
習
の
理
解
を
深
め

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

地
域
の
退
職
教
職
員
、
都
城
工
業
高

等
専
門
学
校
に
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
参
加
し
た
生
徒
が
希
望
す

る
高
校
に
進
学
で
き
る
よ
う
、
一
生

懸
命
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅「
ウ
エ
ル
ラ
イ
フ
３
号
館
」（
南
鷹

尾
町
）に
も
協
力
い
た
だ
い
て
、
会

場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
整
っ

た
設
備
の
な
か
で
自
主
学
習
で
き

る
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。

こ
の
事
業
は
平
成
28
年
度
か
ら
続

く
事
業
で
あ
り
、
は
じ
め
は
参
加
者

と
し
て
来
て
い
た
学
生
が
数
年
後
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
来
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

五
十
市
地
区
社
協
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
学
習
支
援

①玉ねぎはみじん切りにする。②ボ
ウルに豚ひき肉、パン粉、卵、玉ね
ぎ、生姜、塩、砂糖を入れて、こねる。
③手で小さいピンポン玉くらいに丸
めて、油で揚げる。④鍋に調味料●
を入れて火にかけ、煮立ったら、揚
げた肉団子をいれ、煮からめる。

☆�爪楊枝等で刺してお弁当に入れて
もＯＫ！冷凍保存もできます。

玉ねぎ………………………1/2個
豚ひき肉…………………… 150g
パン粉…………………1/2カップ
卵……………………………… 1個
生姜みじん切り………… 大さじ1
塩………………………小さじ1/2
砂糖……………………大さじ1/2
揚げ油
●だし汁……………………… 100㏄
●ケチャップ… …………… 大さじ３
●ウスターソース… ……… 大さじ１
●酢… ……………………… 大さじ１

肉団子の串さし

わ
が
ま
ち
じ
ま
ん

地区紹介

五十市編

じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
と
こ

管理栄養士／田
た

平
びら

 リエ

イメージキャラクター幸子を主人公にした
4 コマ漫画です。

事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
を
地
域
全
体
で
応
援
し
て
い
る

こ
と
が
五
十
市
地
区
の
自
慢
で
す
！

（２人分）

県立高校入試を控えた生徒たちのために、
ウエルライフ３号館にてカツ丼とケーキが振る舞われました

私たちは、介護福祉士としてのこれまでの経験を活かしなが
ら、地域における人と人とのつながりの機会、つながりの場、つ
ながりの時間を提供しながら、特に高齢者、障がいのある方たち
など、支援を必要とする方の社会的孤立を予防し、また、地域社
会との交流を促進することで支えあう社会を実現し、地域福祉の
増進に寄与することを目的に活動しています。

コロナ対策を十分に行いながら、地域食堂・子供たちの創作活
動教室を開催予定です‼

一般社団法人 p
パソ

aso a
ア

 p
パソ

aso
代表者　江口　智美氏

生徒たちは集中して自主学習に励んでいます

子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
地
域

で
応
援
し
ま
す

広告掲載スペース
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災
害
時
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
」に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
で
は
、
大
規

模
災
害
が
発
生
し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
場
合
、「
大
規

模
災
害
特
例
」が
適
用
さ
れ
ま
す
。
大
規

模
災
害
特
例
の
特
長
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。

①
即
時
の
補
償
開
始

通
常
は
加
入
申
込
手
続
き
の
完
了
し
た

翌
日
午
前
０
時
か
ら
補
償
開
始
と
な
り
ま

す
が
、
大
規
模
災
害
特
例
が
適
用
さ
れ
た

場
合
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
加
入
申
込

手
続
き
が
完
了
し
た
時
点
か
ら
即
時
の
補

償
開
始
と
な
り
ま
す
。

②
加
入
申
込

通
常
は
皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
の
加
入
を
申
込
み
い
た
だ
き

ま
す
が
、
大
規
模
災
害
が
適
用
さ
れ
た
場

合
は
、
被
災
地
の
社
会
福
祉
協
議
会（
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）で
も
加
入

申
込
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
保
険
に
は「
基
本
プ
ラ
ン
」と「
天

災
・
地
震
補
償
プ
ラ
ン
」が
あ
り
、「
天
災
・

地
震
補
償
プ
ラ
ン
」は
基
本
プ
ラ
ン
の
補

償
範
囲
に
加
え
て
、
天
災（
地
震
・
噴
火
・

津
波
）に
よ
る
ケ
ガ
も
補
償
さ
れ
、
よ
り

安
心
し
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

認
知
症
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
ま
す

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で

す
。
都
城
市
で
は
、
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
認
知
症
事
業
の
取
り
組
み

や
介
護
施
設
等
の
活
動
内
容
の
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
期
間
に
合
わ

せ
て
認
知
症
の
方
や
家
族
・
支
援
者
な
ど

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
紙
形
式
で
投
函
す

る
ボ
ッ
ク
ス
も
設
置
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
場
所
＝
都
城
市
立
図
書
館

（
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）

●
場
所
＝
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
９
月
１
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
）

●
お
問
合
せ
先
＝

　
都
城
市
介
護
保
険
課 

地
域
支
援
担
当

　
☎
23
－
３
１
８
４

発行
社会福祉法人 都城市社会福祉協議会
事務局	 ☎25−2123
山之口サテライト	 ☎57−4577
高城サテライト	 ☎58−3279
山田サテライト	 ☎64−2200
高崎サテライト	 ☎62−3422

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
外
で
の
活
動
を
自
粛
し
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
何
か
運
動
を
始
め
よ
う
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
夏
前
か
ら
自

転
車
通
勤
を
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
一
昨
年
、
毎
日
自
転
車
通
勤
す

る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
で
す
が
、

雨
が
降
っ
た
日
に「
一
日
ぐ
ら
い
」と
車

で
通
勤
し
た
と
こ
ろ
、
車
の
便
利
さ
を
実

感
し
て
し
ま
い
、
以
降
自
転
車
通
勤
は
頓

挫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
今
回
は

「
無
理
し
な
い
」と
初
め
か
ら
決
め
て
い

る
こ
と
で
、
な
ん
と
か
継
続
で
き
て
い
ま

す
。
更
に
パ
ン
ク
し
に
く
い
タ
イ
ヤ
に
変

更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
通
勤
に
快
適
さ
が

プ
ラ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
に
気
を
使
い
な
が
ら
、
自
転
車
通

勤
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
（
税
所
）

編 集 後 記

「
社
会
福
祉
士
」
っ
て
聞
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

社
会
福
祉
士
は
福
祉
に
関
す

る
国
家
資
格
で
あ
り
、
相
談

者
か
ら
相
談
を
受
け
た
ら
課
題
を
抽

出
し
、そ
の
課
題
に
対
し
て
相
談
者

と
一
緒
に
解
決
に
向
け
て
考
え
て
い

く
専
門
職
で
す
。相
談
者
だ
け
で
な

く
、場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
な
ど
の

周
囲
に
対
し
て
の
支
援
も
考
え
て
い

き
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
と
連

携
し
な
が
ら
臨
機
応
変
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、福
祉
施
設

や
医
療
現
場
で
働
い
て
い
る
こ
と
が

連
載
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

小
松
原
中
学
校
で
は
、
毎
年
11
月

に
小
松
原
地
区
体
育
館
に
て
行
わ
れ

て
い
る
小
松
原
地
区
ま
つ
り
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
つ
り
は
今
年
で
45
年
続
く
行

事
で
あ
り
、
昨
年
度
は
１
２
２
１
名

が
来
場
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、
ま
つ

り
会
場
の
設
営
や
準
備
を
は
じ
め
、

当
日
の
受
付
や
募
金
活
動
、
出
店
の

手
伝
い
、
ま
つ
り
の
司
会
進
行
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
一

日
を
過
ご
す
こ
と
で
、
生
徒
は「
自

分
が
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
」と
い

う
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
後
日
行
わ
れ
た
実
行
委

員
会
の
反
省
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
中
学
生
に
対
す
る
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
地
区
ま
つ
り
自
体
が
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
実
施
で
き
る
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ

う
な
活
動
の
場
を
今
後
も
確
保
し
て

い
き
ま
す
。

QA 福
祉
な
ん
で
も

相
談
コ
ー
ナ
ー

QA

★脳トレクイズの答え　九州（９つのシュウが集まったもの）

都
城
市
立
小
松
原
中
学
校

SYA
K

YO
 T

IM
ES

社
協
タ
イ
ム
ズ

多
い
で
す
。

現
在
63
歳
で
す
。
い
ま
は
手

す
り
が
な
く
て
も
階
段
も
昇

れ
る
し
、歩
く
こ
と
も
問
題
な
い
で

す
が
、老
後
に
備
え
て
手
す
り
を
付

け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

手
す
り
を
付
け
る「
在
宅
高

齢
者
転
倒
予
防
住
宅
改
修
事

業
」の
対
象
者
は
、４
つ
の
項
目（
①

都
城
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上

の
在
宅
高
齢
者
②
要
介
護
認
定
が
な

く
、当
面
認
定
を
受
け
る
予
定
の
な

い
方
③
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
身
体
的
理
由
に
よ
り
必
要
性
が
あ

る
方
）を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

で
す
。
介
護
保
険
制
度
は
、
本
人
の

心
身
の
状
態
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
ま
す
の
で
、実
際
に
日

常
生
活
に
手
す
り
が
必
要
に
な
っ
た

際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

まつりの様子

■ 忌明寄付（７月受け入れ分） ※公職の候補者からの寄付はお断りしています。
●事務局管内 （敬称略　単位：円）

住所 寄付者 故人 寄付内容 住所 寄付者 故人 寄付内容 住所 寄付者 故人 寄付内容
下長飯町 松田　洋子 政昌 20,000 吉之元町 別府ミチ子 砂男 30,000 金田町 井之上　寛 ツルエ 20,000 
庄内町 久玉　照雄 テル 30,000 千知岩 聖史 20,000 南鷹尾町 尾埼　和子 政彦 20,000 
安久町 菅　　嘉輝 横山スミエ 30,000 鷹尾１丁目 東郷　明彦 育子 30,000 太郎坊町 橋口チサ子 美芳 30,000 
庄内町 萬代　哲也 スヾ子 30,000 丸谷町 中西　徹博 フヂ子 30,000 下水流町 田中　春美 則男 20,000 

志比田町 坂上　昭二 宗市勞 30,000 安久町 後久　光美 鎌田　榮三 100,000 豊満町 瀨之口きり子 秀喜 20,000 
関之尾町 中満　トミ 正利 20,000 安久町 内村みち子 野村トシ子 20,000

●山之口サテライト管内
正近 山下　憲秋 千江子 30,000 向原東 中村　時子 孝夫 30,000 

●高城サテライト管内
桜木 木下　絹子 柚木﨑ハツエ 30,000 有水 髙山　正子 忠昭 30,000 有水 新穂ツヤ子 ナミ 20,000 

●山田サテライト管内
山田 髙原　春子 藤夫 30,000 上是位川内 新増　玉子 勝章 30,000 長谷 福森　　隆 實治 100,000 
長谷 今村　信子 登 30,000 瀬之口 桂木日出雄 ハル子 30,000

●高崎サテライト管内
前田 黒原　利浩 睦子 30,000 大牟田 宇都秀一郎 江美子 50,000 縄瀬 葊村　福美 テル子 30,000 

■ 善意寄付（７月受け入れ分）

住所 寄付者 寄付内容 住所 寄付者 寄付内容
前田町 護国寺 お米32kg 安久町 CDデビュー３周年愛のチャリテイショー　柴田　富美子 10,306
千町 匿名 10,000 高崎町 からいも会　吉岡 瑞昭 10,028

花繰町 平井　昭子 100,000 

■ フードバンク（７月受け入れ分）

寄付者 寄付内容 寄付者 寄付内容
宮迫　由紀夫 缶詰２㎏ 姫城地区民生委員児童委員協議会 カップ麺等6㎏
旭食品株式会社九州中央支店宮崎営業所 缶詰など80㎏

社会福祉法人都城市社会福祉協議会では、みなさまからいただいた善意寄付や忌明寄付を福祉向上のために使わせていただいております。
掲載事項につきましては、ご本人の承諾を得ております。なお、空欄（寄付内容等）につきましては、寄付者の希望により掲載しておりません。

み な さ ま の 善 意 あ り が と う ご ざ い ま す
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